
今年の梅雨は、涼しすぎる気温

の中、「安倍政治、チェンジ！」

の願いを込めて、参議院選挙が行

われました。千葉県内全域を駆け

巡る浅野ふみ子氏、南関東地域

（千葉・神奈川・山梨）を駆け巡

る椎葉かずゆき氏が、鎌ケ谷に入

る時には、ご地域の皆さんと一緒

に応援をしてきました。

日本共産党は、「減らない年金

はこうすれば実現できる！」「社

会保障の財源は、消費税に頼らな

くても生み出せる！」（例えば、

年収1億円を超える方の所得税が

減る仕組みを変えれば財源は生み

出せる）など、具体的な対案を示

しながら、「なんとしても、この

千葉県から、国会議員を！」と、

様々な場所で、皆さんとご一緒に

訴えてきました。結果は、「思い」

には届きませんでしたが、みなさ

んと心ひとつに頑張れたことが、

これからの力になると確信できま

した。これからも、ご地域の皆さ

んとご一緒に「いのち・暮らしを

守る政治」実現のため頑張ります！

ところで、梅雨も明けて、猛暑

の続く中、8月4日には、お隣の柏

市で、市議会議員選挙が、行われ

ました。 鎌ケ谷からも多くの応

援に出向き、こちらは、共産党5
議席全員当選の嬉しい結果を得た

こともご報告させていただきます。

日時：8月20日（火）

午後4時～6時まで

会場：きらりホール内

中央公民館学習室６

＜市政報告＞

佐竹知之・松原美子

＜参議院選挙の結果報告＞

横堀 渉氏

前市議会議員の宮城とみ子さん

も参加される予定です。

ご近所、お誘いあわせのうえ、

多数、ご参加ください。

よろしくお願いいたします。

猛暑が続く中ですが、お気をつ

けて、お越しください。
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参院選結果 共産7議席確保、千葉は残念でしたが…

政治が変わる「希望」訴え、浅野氏・椎葉氏大奮闘

来る9月5日（木）から、9月議
会が、開会されます。一般質問

の締め切りは9月2日です。

今回は、9月17日～19日にかけ

て「決算特別委員会」が開かれ

るため、6月議会とは違った緊張

感があります。共産党鎌ケ谷市

議団としては、佐竹議員が委員

会に参加することと決めました。

私は、しっかりと傍聴して、

今後に向けて学んでいきたいと

思います。一般質問の日程は9月

20日（金）24日（火）25日（水）

となっています。

今、佐竹議員と話し合いを重

ね、みなさんから頂いたアンケー

ト結果や各々の公約を振り返り

ながら質問内容を検討していま

す。質問の日程など、詳細が決

まり次第、皆さんにお知らせい

たします。是非、1人でも多くの

方に、傍聴に来ていただきます

ようお願いいたします。

～9月議会が始まります～

8月といえば、今から74年前の

6日に広島、9日に長崎に原爆が
投下され戦争が終わった私たち

が、決して忘れてはならない季

節です。今年も7月19日には平和
行進が鎌ケ谷の地を通過しまし

た。その「出発式」で参加者の

皆さんと一緒に平和への願いを

込めて、歌いました。市役所内

ではそれぞれの投下時間に合わ

せて職員全員による「黙祷」が

行われています。平和を守る大

切な取り組みとしてこれからも

継続されることを望みます。

さて、話題は変わりますが…7
月28日（日）には、千葉土建鎌

ケ谷支部「シニアの会」の皆さ

んの学習会に講師として参加さ

せていただきました。

テーマは「これからどうなる？

社会保障」で、特に安倍政権の

下で、いかに社会保障制度が壊

されていったかなどについて、

皆さんからの質問に答えながら

話をさせていただきました。

平和を守ることと社会保障を

守ることとは一見別物のように

思われる方もあるかもしれませ

んが「私たちの税金がどう使わ

れるか」に目を向けると、何か、

見えて来るかもしれません。

前後しますが、27日には日帰
りで静岡で開催された「自治体

学校」に参加。実は、水面下で

進められている「道州制」の動

き、並行して国からの自治体に

対するトップダウン方式が強め

られている事などを学びました。

今こそ「地方自治とは何か？」

が問われていると感じ、気の引

き締まる思いでした。

歌って♪、語って 、学んだ夏でした！
平和行進～学習会講師～自治体学校～

☆彡「市政報告会」を開催します☆彡

雨の中でもご地域の皆さんと応援！

＜松原美子の

連絡先＞

電話：444‐5730
fax : 412‐0430
携帯：090‐3204

4324
お意見ご要望

をご遠慮なく、

お知らせくださ

い。



日本共産党の志位和夫委員長は、

８月８日（木）中野ゼロホールで

2016年の参議院選挙以来の「共闘

4年間と野党連合政権への道」と

題して講演を行いました。

志位委員長は、2016年7月参院

選以来の共闘4年間の総括を行い

ました。「共闘の力で勝利した

『友人の議員』が衆参で50人を超

え、国会の雰囲気を大きく変えた」

と実感を込めて強調しました。

2015年9月19日の安保法制（戦争

法）が制定された日に、日本共産

党が「立憲主義回復と戦争法廃止

での国民連合政府」を呼びかけた

ことを契機とした野党共闘の進展

は、二つの源流があると指摘。一

つは、国民一人ひとりが主権者と

して自覚的に立ち上がる「市民革

命的な動き」、もう一つは「オー

ル沖縄」の闘いに学び、野党が背

中を押されたという結果だったと

述べました。

17年総選挙では、突然の逆流と

分断に襲われたが、日本共産党が

「共闘を決してあきらめない」と

いう態度を表明し、逆流をバネに

市民運動と連携して、その後の新

たな立憲野党の共闘への復帰によっ

て、野党共闘が維持され、今日に

続いていると解明。

野党共闘が困難にぶつかった時

でも、ブレずに力を尽くして、そ

の発展に貢献することができた。

常に市民の皆さんとの協力で乗り

越えてきたと指摘。その背景には、

党の綱領に「社会発展のあらゆる

段階で、統一戦線の力－政治的立

場を超えた連帯と団結の力で政治

を変えることを明記しているから

こそ、力を発揮できるのではない

か。

野党連合政権構想

東道野辺ふれあいの
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安倍首相が選挙応援に来る

と当選できない？

志位講演のなかで、参議院選挙

では安倍首相が応援に来る回数が

多くなると、自民党は勝てないと

いう「法則」ができてきたという

のです。一人区で安倍氏が応援に

入った12選挙区のうち8選挙区で

負け、演説箇所の数の多いベスト

３は新潟県8カ所、宮城県と滋賀

県6カ所では、野党統一候補が全

勝でした。やはり反共攻撃だけの

安倍さんでは勝てないということ

ではないでしょうか。（丸山）

いつでも元気です。
炎天下、柏市議選の応援、ボラ

ンティアなど頑張ってます

共産党の「しんぶん赤旗」は、

野党共闘の実態を正確に記事化

しています。ご購読申込は

047-349-1544（松戸鎌ケ谷地
区委員会）まで

消費税導入31年間で、国民か

ら徴収した累計額が397兆円、同

期間の大企業の法人三税の減税

額の累計額が298兆円で、消費税

の75％が大企業減税に使われた

のです。社会保障に回ってくる

はずもありません。
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